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専門を掘り下げる？専門を広げる？                教授　荻原 慎二
　2 年間務めた学科主任の任期が終
わったこともあって、1 月の下旬に
久しぶりに海外出張（国際会議での
研究発表）に出かけてきました。1
月下旬といえば、本学では、学期末
の試験、入試の準備、研究室では学
生が卒業論文と修士論文の作成に追
われている頃で、多方面にご迷惑を
かけることにはなりますが、少々無

理なスケジュール調整をしてフロリダのデイトナビーチとい
うところに行ってきました。と書くと、リゾート地に観光に
行ってきたように思われるかもしれませんが、真冬ですので
そういうわけにもいかず、現地はオフシーズで夏に向けての
準備期間といった感じでした。
　さて、今回はたまたま研究室紹介欄にも書かせていただき
ましたので、そちらも見ていただけるとありがたいですが、
私は繊維強化プラスチックの研究をしています。近年、学会
は専門の細分化が進んでいて、焦点（対象）が絞られたもの
が多く、普段はかなり近い研究をしている人たちとの交流が
多いものです。しかし今回は、セラミック系の材料を主に取
り扱う学会に参加して、普段とは異なる研究発表を多く聴講
することができました。プラスチックとセラミック、そんな
に何が違うの？と思われるかもしれません。少しだけ専門分
野が違うだけ（広大な機械工学分野の中で言えば、ほんのお

隣さんのようなもの）ですが、対象とする材料の違いにより、
全く知らないことも多く、勉強不足を痛感する数日間で、若
手研究者と楽しく交流したり、ベテラン研究者からの厳しい
ご指導を受けるなど、刺激に満ちたものでした。自分の分野
の中で、それなりにはがんばってきたつもりではあるけれど、
自分の視野の狭さを改めて反省したところです。この「がん
ばってきたつもり」というのは、もしかしたら専門を掘り下
げることに注力しすぎ、守備範囲を広げることを怠っていた
かもしれない、とも思えたわけです。
　専門を追求することを、穴を掘ることに例え、さらにその
形をアルファベット文字に例えることで「？型人間」という
言い方をすることがあります。何型人間になるのが一番いい
のか私にはわかりませんし、たぶん答えはないと思います。
でも一つだけ言えるのは、いつも自分の状況を意識して自分
なりに日々努力を続けていくことかと思います。今回の出張
は、そのことを思い出させてくれ、考える時間を与えてもらっ
た貴重な機会でした。思えば、大学・大学院を出て、本学に
就職してから、教育 ･ 研究にああでもないこうでもないと繰
り返し悩んできたのでした。
　さて、このニュースレターを手にとっておられる高校生の
方は、大学に入ってどんな勉強をするんだろう、と思いなが
ら日々の勉強をがんばっておられると思います。機械系なら
数学、物理、そして英語が必要といわれます（もちろんそれ
だけではないですが）。その先に想像もつかないような広大
な学問分野が待っていますので、どうぞ楽しみに。
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畠山賞を受賞して　　　　   　　　　　　　　　　神崎 貴大
　　　　　　　　　　　　    ( 竹村研修士 2 年、巣鴨高校卒 )
　　このたびは、一般社団法人日本機械学会より畠山賞とい
う伝統と名誉ある賞をいただき大変光栄に思います。本賞を
受賞できたのは、自分を支え続けてくれた両親、ご指導くだ
さった先生方、勉学・私生活ともに支え合った友人達を含め、
自分と関わりあってくれたすべての方のおかげです。自分一
人の力ではこのような賞を受賞することは決して出来なかっ
たと思います。心より感謝します。
　学部時代を振り返ると、インカレサークルで文理・大学の

違う様々な仲間と交流を深めたり、友達と弾丸国内旅行に
行ったりと学業以外にも様々な思い出がありますが、これら
は全て自分を知り、自分がどうありたいの
かを考えつづける時間になったと思ってい
ます。大学生活全てが、将来の自分の礎に
なると確信しています。
　畠山賞を受賞したのはもう過去のことに
なりました。これからもこの賞に恥じない
ように、社会に貢献できるような人間にな
るべく精進し続けていきたいと思います。

Japan, 理科大 and other random things　   　   Omar Tabaza
 　　　　　( 岡田研博士 1 年、Al Hussein College, ヨルダン )
　Since coming to Japan, a little more than 3 years ago, my life has 
completely changed. I always wanted to visit Japan, but never expected 
or wanted to live here. Even when applying for my scholarship, I was 
prepared for the rejection before even trying. But here I am, already 
finished my masterʼs degree 
and now a Doctor student.
　 L i v i n g  a l o n e  i n  a 
different country that has 
a very different culture and 
way of thinking, helped 
me realize many things 
and helped reshaping my 
way of thinking. Rikadai 
and the people I met while 
studying here played a role 

of who I am now and what I want to be in the future.
　In Rikadai, I learnt and still learning how to become a better 
researcher, I am still not a good one, but I am trying to be. After finishing 
my Ph.D., I am planning to work in Japan for few years, currently I am 
interested in the industrial sector, after that I might go somewhere else, 
who knows where.
　My current research theme is “computational fracture mechanics”. 
For Ph. D., my research will be different from what I did in my masterʼs 
and that is one more thing to worry 
about. Professor Okada is one of 
the big names in this field, so I feel 
confident about continuing here.
　I am glad that I came to Japan, 
and to this university. One of my 
favorite things is the location, I am 
happy with the “Inaka life” in Unga, 
for now.

イタリアでの研究訪問　　　　　　　　　　　   Fikry Jelani
   （荻原研博士 1 年、Seremban Science High School, マレーシア）
　2019 年 7 月 10 日から 19 日まで、私の研究に役立つ実験
技術と分析の基礎を学ぶために、イタリアのパドバ大学の
経営工学部の複合材料研究所を訪問する機会がありました。
この研究室の Prof. Quaresimin と彼の
チームは、複合材料の分野で有名な研
究者であり、試験片の準備、実験手
順、観察方法など、実験技術を改善す
る方法について多くの知識を得ること
が出来ました。この期間中には、私だ
けではなく、デンマーク、ドイツ、ス
ペインなどの博士課程の学生もこの研
修に参加しました。 Prof. Quaresimin

のご指導の下、他の学生と研究の問題を共有し、研究を改
善する方法について意見を交換しました。この機会によっ
て、自身の研究能力の研鑽と国際交流の幅を広げる機会を
頂きました。この研究室に行って、一番驚いたことは彼ら
の研究に対する熱意でした。チームワークがあり、毎日一
生懸命に研究をしていまし
た。帰国後は、イタリアで
学んだことと彼らの熱意を
荻原研究室の他のメンバー
と共有することができまし
た。学んだことを研究に適
用し、今後の研究をさらに
発展させたいと思います。

国立交通大学への短期留学　　　　　 　　　　　 前田 耕輔
　　（竹村研 2019 年度修士修了、福岡大学附属大濠高校卒）
　私は協定校留学のプログラムを利用して、約 3 ヶ月間、
台湾の新竹市にある国立交通大学に留学をしました。
　留学先の研究室は高齢者や身体に障害を持つ人々の生活
の質を改善する研究を行っており、私は歩行に障害を持つ
人たちの歩行をサポートする短下肢装具の研究を行いまし
た。
　先方の学生達は普段から研究内
容について積極的に議論をした
り、母国語でないにも関わらず英
語を流暢に話したりしていまし
た。私は自分と同世代の彼らのそ

ういった姿を見て、今の自分に何が足りなくて、何をすべ
きかを知ることができました。
　また、交通大学には様々な国々から多くの学生が来てお
り、異なるバックグラウンドを持つ人達と交流することが
できます。私自身も、そのような方々と交流をすることで、
自分自身の視野や価値観を広げることができました。
　最後に、理科大学は交通大学の他にも多数の大学と協定
を結んでいますの
で、留学をしたい
なら、是非協定校
留学制度を利用す
ることをお勧めし
ます。

写真 2：他の国の博士課程の学生との夕飯写真１：経営工学部の門にて

写真１：Okada Lab. members 写真 2：Rikadai English camp
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新 任 教 員
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嘱託教授 米本 浩一　14 年務めた

九州工業大学を定年退職し、本年

度４月に嘱託教授として着任しま

した。1980 年から 2005 年までは、

川崎重工業㈱航空宇宙カンパニー

にて、主に次期中型旅客機の開

発、文部省宇宙科学研究所の有翼

飛翔体 HIMES、宇宙開発事業団

と航空宇宙技術研究所の無人宇宙往還機 HOPE/HOPE-X、

JAXA/ISAS の再使用型ロケット実験機 RVT、そして防衛

省の次期固定翼哨戒機と次期輸送機 P-X/C-X 等の開発に携

わってきました。その経験から、空気力学、空力弾性学、誘

導や制御工学、そして航空機や宇宙輸送機のシステム工学が

専門です。2 年ほど前、「宇宙が、みんなのものになる。」を

キャッチフレーズに、サブオービタルスペースプレーンを

実現する SPACE WALKER ㈱を創業し、昨年末に本学発の

ベンチャーに認定戴きました。学生さんや教員の皆様と一

緒に、夢のあるスペースプレーンを目指す先端研究に邁進

いたします。

助教 藤川 貴弘　2019 年 4 月より助

教に着任いたしました。航空宇宙工

学を専門にしており、再使用型宇宙

輸送システム（スペースプレーン）

に関する研究と、ロケット実験機の

研究開発を、前職の九州工業大学か

ら引き続き、米本研究室（宇宙シス

テム研究室）で行っています。特に、

複合領域最適化（複数のサブシステムや設計分野から構成さ

れたシステムを数値解析で最適化する技術）の基礎研究と

スペースプレーン設計への応用に取り組んでいます。また、

航空宇宙機を目標位置に到達させるための軌道を、数理計画

法と進化計算手法を併用して飛行中にリアルタイムで最適

化する研究など、新たなテーマも扱い始めています。2019
年度には「一般力学演習 2」の講義を担当するとともに、研

究室に出入りする学生と交流する中で、機械工学科の学生の

意欲と素質の高さを実感しました。学生と教員が一丸となっ

て課題に取り組むインタラクティブな教育・研究を行う所

存ですので、よろしくお願いいたします。

　2019 年 4 月中旬から 9 月上旬まで、米国ワシントン州シ

アトルにあるワシントン大学に長期出張という形で滞在し

研究する機会を得ましたので、簡単にご紹介したいと思い

ます。ワシントン大学は創立 1861 年の州立の総合大学です

が、その中でも Materials Science Engineering Department で

Bioinspired Materials を研究している Dwayne Arola 先生の研

究室にお邪魔させていただきました。

　滞在中は学部生 3 名、院生 1 名と私の 5 人グループで複

合材料成形に関する実験に取り組みましたが、授業や会議

から離れ研究に集中できる環境は、さながら学生時代に戻っ

たようで楽しい毎日でした。また Additive Manufacturing に

関する授業 1 回分を持たせていただく貴重な機会も頂きま

して、現地学生の熱心な質問に圧倒されました。Arola 先生

とは度々ディスカッションしましたが、戦略的な研究の組

み立て方をされていて、大変勉強させて頂きました。帰国

後もスカイプを使いながら共同研究のディスカッションを

続けています。

　滞在中は授業担当を代わって頂いたりとご迷惑をおかけ

しましたが、快くお送り出していただきました機械工学科

教職員の皆様に感謝申し上げます。

写真　受け入れてくださった Dwayne Arora 先生（右）と著者（左） 写真　Materials Science Engineering Department が入る Roberts Hall

よねもと こういち ふじかわ たかひろ

ワシントン大学長期出張　　　　　　　   准教授　松崎 亮介



4

平 成 ３ ０ 年 度 受 賞 者

研 究 室 紹 介

編 集 後 記

東京理科大学理工学部機械工学科ニュースレター　第 21号　2020 年 5月

　2020 年度は、COVID-19 の影響で波乱の幕開けとなり、大変な情勢の中、これをお読みいただいている皆様のご健康を改めてお祈り申し上げます。
本学におきましても、授業開始の延期、理工学部主催 春のオープンキャンパスの中止など、余波の大きさを読み切れていない状況です。当機械工
学科も、今号で紹介した２名の新任教員に加え、4 月からは 3 名の助教（次号で紹介）を迎え、教職員一丸となってこの状況を乗り切っていく所
存です。今後とも、どうぞご支援の程宜しくお願い申しげます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集担当：朝倉 巧（講師）

2018.5　2018 年度（公財）石本記念
              デサントスポーツ科学振興財団学術研究助成金            並木 優太
2018.5　（公財）NEC C&C 財団
               2018 年度前期国際会議論文発表者助成金                      重田 将宏
2018.7　Water on Materials Surface 2018
               W-FST Best Poster Award                                                   桐木 真由
2018.8　3rd Robotics Ongoing Breakthroughs (ROOB2018)
               優秀プレゼンテーション賞                                              並木 優太
2018.9　第 34 回ライフサポート学会
               バリアフリーシステム開発財団奨励賞 Finalist  
                                                                                        並木 優太、坂田 浩之
2018.9  日本複合材料学会第 43 回複合材料シンポジウム
             優秀学生賞                                                   加藤 佳樹、杉山 堅太郎
2018.10  公益財団法人 NEC C&C 財団
              2018 年度後期国際会議論文発表者助成金                           亀井 葉

2018.10　第 30 回日本マイクログラビティ応用学会学術講演会
                毛利ポスターセッション 最優秀賞                                小笠原 亨
2018.10　公益財団法人スズキ財団
                平成 30 年 (2018 年 ) 度研究者海外研修助成金             山口 賢悟
2018.12　RT ミドルウェアコンテスト 2018
                 奨励賞　　　　　　　　　　　　　　新階 幸也、佐古 奈津希
2019.3　（一社）日本機械学会 畠山賞                                            服部 祥之
2019.3　（一社）日本機械学会 畠山賞                                            神崎 貴大
2019.3　（公社）日本設計工学会 武藤栄次優秀学生賞                澤開 貴也
2019.3　（一社）日本機械学会 三浦賞                                            徳岡 幹大
2019.3　（一社）日本機械学会 三浦賞                                            重田 将宏
2019.3　（公社）自動車技術会 大学院研究奨励賞                        川口 漱也
2019.3　（公社）日本設計工学会 武藤栄次優秀学生賞                並木 優太
2019.3　千葉県知事賞                                                                          安間 亮
2019.3　理工学部長賞                                                                      松尾 修佑

複合材料工学研究室　　　　　　　　　　教授　荻原 慎二
　当研究室では、機械工学の中でも「機械材料」の分野で研
究しています。機械材料といっても金属やセラミックなど
様々なものがありますが、我々の研究室では、主に複合材料
の一種である繊維強化プラスチックについて研究していま
す。繊維強化プラスチックは、軽くて強く変形しにくい繊維
をプラスチックで固めることで、構造材料（主に力（荷重）
を担う材料）として使用できるようにしたものです。近年は、
航空宇宙用材料として使用される炭素繊維強化プラスチック

（CFRP）もよく話題に上がるようになってきました。炭素
繊維は、直径 5µm ほどの繊維で、CFRP 構造の中にはたく
さんの炭素繊維が含まれています。運用中には図 1 に示すよ
うな細かい損傷（層間はく離 (delamination)、繊維とプラス
チックのはく離 (debonding)）が発生します。この材料を安
全に使うためには、いかにこのような損傷を起こさせないか、
起こったとしてもいかに致命的な破壊に結び付けないように
するかを研究する必要があり、当研究室での主要なテーマの
一つです。
　また、当研究室では、産業技術総合研究所（産総研・つ
くば、津田研究室）と宇宙航空研究開発機構（JAXA･ 調布、

青木研究室）との
連携大学院制度を
通じた共同研究も
行っています。産
総研・津田研究室
では、撮影画像か
ら材料や構造物の
変 形 を 高 精 度 で
計測する技術を
開発しています。
顕微鏡を用いて撮影された画像を解析することで、材料の壊
れ方を詳しく知ることができます。図 2 は、CFRP 積層板の
変形を高精度で計測している様子です。また、JAXA・青木
研究室では、高温に耐えられる宇宙用セラミックス繊維強化
セラミックス基複合材料を研究対象として、高温耐久性の向
上やコスト低減のための材料設計、試作と評価を進めていま
す。図 3 は JAXA で行われている材料試験の様子です。

写真 3　JAXA・青木研究室の研究例：セラミックス基複合材料の高温環境下での
材料試験

写真１　CFRP 構造の顕微鏡写真（筋のように見えるのが炭素繊維一本一本で、板厚を
変化させるために炭素繊維を切断してある。その箇所から破壊が進行している様子）

写真 2　産総研・津田研究室の研究例：光学顕微鏡を用いた
CFRP の変形の高精度計測


